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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第23期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第22期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 5,101,8474,681,42822,387,381

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△103,570△83,520 409,135

当期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △70,192△114,677 331,705

純資産額（千円） 4,317,8024,206,5154,459,288

総資産額（千円） 13,620,34412,690,91313,304,039

１株当たり純資産額（円） 841.16 882.62 935.17

１株当たり当期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）（円） △13.62 △24.06 67.17

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） 31.7 33.1 33.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△155,202 172,7361,032,259

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,272,958△322,794 317,961

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△698,880△750,843△838,331

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 2,102,1371,293,8482,194,859

従業員数（人）
465

[1,657]

455

[1,573]

464

[1,788]

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　　２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期連結会計期間又は年間の平均人員（１

日８時間換算）を外数で記載しております。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む主要な事業の内容に，重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 455[1,573]

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期連結会計期間の平均人員（１日８時間換算）

を外数で記載しております。なお、臨時従業員数には、パートタイマーを含み、嘱託契約の従業員及び派遣社員を

除いております。

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 213 [59]

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［　］内に当第１四半期会計期間の平均人員（１日８時間換算）

を外数で記載しております。なお、臨時従業員数には、パートタイマーを含み、嘱託契約の従業員及び派遣社

員を除いております。

２．従業員数が当第１四半期会計期間において43名増加しておりますが、その主な理由は、平成21年４月１日の

組織変更及び人事異動に伴い各エリア営業本部活動の支援及び物流機能の強化によるものであります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

　

事業の種類別セ
グメントの名称

部門 金額（千円） 前年同四半期比（％）

イメージング

サービス事業
写真サービス関連部門 2,788,031 △12.4

合計 2,788,031 △12.4

（注）１．上記の金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第１四半期連結会計期間における仕入実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セ
グメントの名称

部門 金額（千円） 前年同四半期比（％）

イメージング

サービス事業

写真サービス関連部門 541,730 1.4

携帯部門 674,670 20.0

合計 1,216,401 10.9

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第１四半期連結会計期間は受注実績がないため記載は行っておりません。

(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を部門ごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セ
グメントの名称

部門 金額（千円） 前年同四半期比（％）

イメージング

サービス事業

写真サービス関連部門 3,933,188 △12.0

携帯部門 748,239 18.1

合計 4,681,428 △8.2

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループでは、第３四半期連結会計期間において、主として年賀ポストカード等のプリント製品の需要

が集中して発生するため、他の四半期連結会計期間の売上高と比べ著しく高くなる傾向にあります。　

 

２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年より続く世界経済の急速な悪化を受け、個人消費低迷

などにより依然として厳しい状況で推移しております。

　国内写真関連市場においては、画像保存の大容量メディア化など画像を蓄積する環境が拡大傾向の中、メー

カー・小売店は、プリント需要を喚起する為の新しいソリューション開発やビジネスモデルの開発が急務と

なっております。

　このような状況のもと当社グループは、前期後半よりスタートした構造改革、経費圧縮を推進するとともに、

「フォトブック」の育成、拡大に向けた体制整備を積極的に推進してまいりました。

　売上高は、写真サービス関連部門において、前期後半より行いました採算不振店舗の閉鎖による店舗数の減少

やプリント需要の減少などにより、46億81百万円（前年同期比8.2％減）となりました。

　利益面では、構造改革、経費圧縮の効果により販売費及び一般管理費が大きく減少したものの、売上高の減少に

より、営業損失１億33百万円（前年同期：営業損失１億63百万円）、経常損失83百万円（前年同期：経常損失１

億３百万円）四半期純損失１億14百万円（前年同期：四半期純損失70百万円）となりました。

　

　なお、部門別売上高は、写真サービス関連部門において39億33百万円（前年同期比12.0％減）、携帯部門におい

て７億48百万円（前年同期比18.1％増）となりました。

　

(2）財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産の額は126億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億13百万円の

減少となりました。主な要因は、現金及び預金が８億18百万円減少し、有形固定資産が２億46百万円増加したこ

とによるものであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債の額は84億84百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億60百万円の減少

となりました。主な要因は、短期借入金が２億77百万円、長期借入金が３億42百万円それぞれ減少したことなど

によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産の額は42億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億52百万円の減

少となりました。主な要因は、配当金の支払額１億43百万円などにより利益剰余金が２億57百万円減少したこと

などによるものであります。また、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は、前連結会計年度末の

33.5％から33.1％となりました。

　

(3）キャッシュ・フローの状況　

　当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ９億１百万円減少し、12億93

百万円（41.1％減）となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは１億72百万円の収入となり、前第１四半期連結会計期間に比べ３億27百

万円の収入の増加（前年同期　１億55百万円の支出）となりました。主な要因は、仕入債務の増加による支出の

減少３億89百万円（前期　仕入債務減少による支出３億１百万円）等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは３億22百万円の支出となり、前第１四半期連結会計期間に比べ15億95百

万円の支出の増加（前年同期　12億72百万円の収入）となりました。主な要因は、前第１四半期連結会計期間に

おいて持分法適用関連会社であるジグノシステムジャパン株式会社の全株式を譲渡したことによる収入16億５

百万円があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは７億50百万円の支出となり、前第１四半期連結会計期間に比べ51百万円

の支出の増加（前年同期比7.4％増加）となりました。主な要因は、短期及び長期借入金の返済による支出が、そ

れぞれ82百万円（前年同期比48.8％増）、54百万円（前年同期比17.3％増）増加し、一方で配当金の支払額が56

百万円（前年同期比30.5％減）減少したことによるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題
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　当第１四半期会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　前連結会計年度末において計画した重要な設備の新設、拡充等について、当第１四半期連結会計期間における状況

は以下のとおりであります。

会社名 事業所名 売上区分 設備の内容
投資予定金額

資金調達方法
着手及び完了予定年月

備考総額
（千円）

既支払額
（千円）

着手 完了

提出会社 店舗等 
写真サービス

関連部門 

プリント設

備 
621,000343,599

自己資金及

び金融機関

からの借入

平成21年6月平成22年3月（注２）

提出会社 店舗等 
写真サービス

関連部門 

証明写真Ｂ

ＯＸ 
180,00065,394

自己資金及

び金融機関

からの借入

平成21年4月平成22年3月 （注３）

提出会社 
本社及び

店舗等 

写真サービス

関連部門 

プリントシ

ステム及び

店舗ネット

ワーク設備

180,00016,508

自己資金及

び金融機関

からの借入

平成21年4月平成22年3月 （注２）

㈱プラザクリ

エイトイメー

ジング

店舗 
写真サービス

関連部門
店舗設備 300,00061,962

自己資金及

び金融機関

からの借入

平成21年4月 平成22年3月 （注２）

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２. 店内自店処理の生産能力が大幅に増加する予定であります。

３．証明写真ＢＯＸに係わる事業の拡大に伴うのもであります。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,132,582 6,132,582ジャスダック証券取引所
単元株式数は、100

株であります。

計 6,132,582 6,132,582 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～

平成21年６月30日
－ 6,132,582 － 1,017,880 － 265,346

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,364,100 － －

完全議決権株式（その他）　（注１） 普通株式 4,768,100 47,681 －

単元未満株式　（注２） 普通株式 382 －
１単元（100株）未

満の株式

発行済株式総数  6,132,582 － －

総株主の議決権 － 47,681 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義が200株（議決権の数２個）含まれておりま

す。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有自己株式57株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱プラザクリエイト
東京都千代田区

五番町１番地
1,364,100 － 1,364,100 22.24

計 － 1,364,100 － 1,364,100 22.24

　（注）１．当第１四半期会計期間末日現在（平成21年６月30日現在）における所有自己株式数は1,366,657株で、発行済

株式総数に対する所有株式数の割合は22.28％であります。

２．当第１四半期会計期間に取得した自己株式は2,500株であり、その内訳は、買付による取得2,500株でありま

す。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月

最高（円） 580 569 628

最低（円） 480 475 530

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社プラザクリエイト(E04960)

四半期報告書

 9/22



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、

当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成

21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによる

四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,376,848 2,194,859

受取手形及び売掛金 538,442 626,637

商品及び製品 638,078 530,116

原材料及び貯蔵品 290,335 262,364

その他 979,039 1,067,996

貸倒引当金 △3,075 △2,752

流動資産合計 3,819,670 4,679,221

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,818,677 2,818,914

減価償却累計額 △2,080,549 △2,088,304

建物及び構築物（純額） 738,127 730,610

機械装置及び運搬具 5,405,400 5,488,058

減価償却累計額 △3,565,465 △3,566,420

機械装置及び運搬具（純額） 1,839,935 1,921,637

土地 1,348,624 1,348,624

その他 1,714,103 1,361,291

減価償却累計額 △944,857 △912,470

その他（純額） 769,246 448,820

有形固定資産合計 4,695,933 4,449,693

無形固定資産

のれん 99,376 111,180

その他 350,704 356,535

無形固定資産合計 450,080 467,715

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,795,431 2,766,719

その他 1,294,462 1,307,262

貸倒引当金 △364,665 △366,573

投資その他の資産合計 3,725,229 3,707,408

固定資産合計 8,871,243 8,624,817

資産合計 12,690,913 13,304,039
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 699,536 611,989

短期借入金 2,187,150 2,464,400

1年内償還予定の社債 140,000 140,000

未払法人税等 14,863 62,364

賞与引当金 35,410 69,250

ポイント引当金 154,900 169,200

その他 1,243,332 934,257

流動負債合計 4,475,192 4,451,460

固定負債

社債 140,000 140,000

長期借入金 1,964,350 2,307,100

退職給付引当金 627,711 633,746

負ののれん 465,460 531,954

長期預り保証金 723,241 692,046

その他 88,442 88,442

固定負債合計 4,009,205 4,393,289

負債合計 8,484,398 8,844,750

純資産の部

株主資本

資本金 1,017,880 1,017,880

資本剰余金 265,346 265,346

利益剰余金 3,961,951 4,219,681

自己株式 △1,025,196 △1,023,855

株主資本合計 4,219,981 4,479,052

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △13,465 △19,763

評価・換算差額等合計 △13,465 △19,763

純資産合計 4,206,515 4,459,288

負債純資産合計 12,690,913 13,304,039
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 5,101,847 4,681,428

売上原価 2,581,200 2,423,079

売上総利益 2,520,646 2,258,348

販売費及び一般管理費

広告宣伝費及び販売促進費 240,566 158,116

給料手当及び賞与 365,513 369,885

賞与引当金繰入額 76,796 34,327

退職給付費用 15,321 －

雑給 590,676 558,379

消耗品費 161,518 －

賃借料 409,768 388,076

のれん償却額 18,991 11,804

その他 804,698 871,311

販売費及び一般管理費合計 2,683,849 2,391,900

営業損失（△） △163,203 △133,551

営業外収益

受取利息及び配当金 1,689 1,184

負ののれん償却額 66,494 66,494

その他 25,909 12,967

営業外収益合計 94,093 80,645

営業外費用

支払利息 25,297 23,400

その他 9,162 7,213

営業外費用合計 34,460 30,614

経常損失（△） △103,570 △83,520

特別利益

固定資産売却益 129,437 29,781

貸倒引当金戻入額 2,394 1,585

償却債権取立益 352 1,875

特別利益合計 132,184 33,241

特別損失

減損損失 71,717 42,400

固定資産除却損 1,651 7,198

投資有価証券評価損 582 －

関係会社株式売却損 19,079 －

店舗閉鎖損失 7,917 5,968

賃貸借契約解約損 2,074 －

特別損失合計 103,022 55,567

税金等調整前四半期純損失（△） △74,408 △105,845

法人税、住民税及び事業税 7,955 8,831

法人税等調整額 △12,171 －

法人税等合計 △4,215 8,831

四半期純損失（△） △70,192 △114,677
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △74,408 △105,845

減価償却費 291,005 287,315

減損損失 71,717 42,400

のれん償却額 18,991 11,804

負ののれん償却額 △66,494 △66,494

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,394 △1,585

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,409 △6,034

ポイント引当金の増減額（△は減少） △7,804 △14,300

受取利息及び受取配当金 △1,689 △1,184

支払利息 25,297 23,400

固定資産売却損益（△は益） △129,437 △29,781

固定資産除却損 1,651 7,198

投資有価証券評価損益（△は益） 582 －

関係会社株式売却損益（△は益） 19,079 －

売上債権の増減額（△は増加） 255,908 88,568

たな卸資産の増減額（△は増加） 42,514 △135,934

仕入債務の増減額（△は減少） △301,936 87,546

その他 △251,090 35,476

小計 △128,917 222,551

利息及び配当金の受取額 31,444 2,005

利息の支払額 △16,516 △15,764

法人税等の支払額 △41,213 △36,056

営業活動によるキャッシュ・フロー △155,202 172,736

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） － △83,000

有形固定資産の取得による支出 △498,148 △282,002

有形固定資産の売却による収入 171,990 48,200

無形固定資産の取得による支出 △24,573 △24,557

投資有価証券の取得による支出 △6,825 －

関係会社株式の売却による収入 1,605,466 －

貸付金の回収による収入 3,417 5,434

その他 21,631 13,131

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,272,958 △322,794

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △168,000 △250,000

長期借入金の返済による支出 △315,500 △370,000

自己株式の取得による支出 △29,035 △1,341

配当金の支払額 △186,344 △129,502

財務活動によるキャッシュ・フロー △698,880 △750,843

現金及び現金同等物に係る換算差額 304 △109

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 419,180 △901,010

現金及び現金同等物の期首残高 1,682,957 2,194,859

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,102,137 1,293,848

EDINET提出書類

株式会社プラザクリエイト(E04960)

四半期報告書

14/22



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　　 　該当事項はありません。　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　前第１四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費に区分掲記しておりました「消耗品費」は、金額の重

要性が減少したため、当第１四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費の「その他」に含めて表示して

おります。なお、当第１四半期連結累計期間における「消耗品費」は、99,747千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．市場価格のない株式の減

損処理

　市場価格のない株式の発行会社の財政状態が悪化しているかどうかの判断にあたって

は、四半期連結会計期間末までに入手し得る直近の財務諸表を使用する方法によってお

ります。　

２．たな卸資産の評価方法 　たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味

実現価額を見積り、簿価の切下げを行う方法によっております。　

３．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定しております。　

４．固定資産の減損兆候の決

定方法

　減損の兆候にあたっては、前連結会計年度末以降に使用範囲又は方法について当該資産

又は資産グループの回収可能価額を著しく低下させる変化を生じさせるような意思決定

や、経営環境の著しい悪化に該当する事案が発生したかどうかについて留意し、兆候を把

握するか否か決定する方法によっております。　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社プラザクリエイト(E04960)

四半期報告書

16/22



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

　該当事項はありません。 　同左

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

────── 　当社グループでは、第３四半期連結会計期間において、主

として年賀ポストカード等のプリント製品の需要が集中し

て発生するため、他の四半期連結会計期間の売上高と比べ

著しく高くなる傾向にあります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在） （平成21年６月30日現在）

現金及び預金 2,102,137千円

投資その他の資産その他 500,000 

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△500,000 

現金及び現金同等物 2,102,137 

現金及び預金 1,376,848千円

投資その他の資産その他 500,000 

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△583,000 

現金及び現金同等物 1,293,848 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　6,132千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　　1,366千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 143,052 30.00平成21年３月31日平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）、当第１四半期連結累計期間（自平成

21年４月１日　至平成21年６月30日）

　当社グループはイメージングサービス事業及びこれに付帯する業務を行っており、当該事業以外に事業の種類

がないため該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）、当第１四半期連結累計期間（自平成

21年４月１日　至平成21年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 882円62銭 １株当たり純資産額 935円17銭

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失 13円62銭 １株当たり四半期純損失 24円6銭

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。　

　      ２．１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純損失         

四半期純損失（千円） 70,192 114,677

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 70,192 114,677

普通株式の期中平均株式数（株） 5,154,011 4,766,205

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　著しい変動がないため、記載しておりません。

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月５日

株式会社プラザクリエイト

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　伸介　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社プラザクリ

エイトの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当

監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プラザクリエイト及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月６日

株式会社プラザクリエイト

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　伸介　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪田　大門　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社プラザクリ

エイトの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プラザクリエイト及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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